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第
四
条

司
法
警
察
員
は
、
附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
際
現
に
逮
捕
さ
れ
て
い
る
被
疑
者
（
第
三

号
施
行
日
前
に
検
察
官
に
送
致
す
る
手
続
を
し
た
者
を
除
く
。）に
対
し
、
速
や
か
に
、
第
一
条
に
よ
る
改
正
後
の
法

第
二
百
三
条
第
三
項
に
規
定
す
る
事
項
を
教
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
被
疑
者
に
弁
護
人
が
あ
る
と
き

又
は
被
疑
者
が
釈
放
さ
れ
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

検
察
官
は
、
附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
際
現
に
逮
捕
さ
れ
て
い
る
被
疑
者
（
前
項
に
規
定
す

る
被
疑
者
を
除
く
。）に
対
し
、
速
や
か
に
、
第
一
条
に
よ
る
改
正
後
の
法
第
二
百
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
事
項
を

教
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
被
疑
者
に
弁
護
人
が
あ
る
と
き
又
は
被
疑
者
が
釈
放
さ
れ
た
と
き
は
、
こ

の
限
り
で
な
い
。

３

検
察
官
は
、
附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
際
現
に
第
一
条
に
よ
る
改
正
後
の
法
第
三
十
七
条
の

二
第
一
項
に
規
定
す
る
事
件
に
つ
い
て
勾
留
さ
れ
て
い
る
被
疑
者
に
対
し
、
速
や
か
に
、
弁
護
士
、
弁
護
士
法
人
又

は
弁
護
士
会
を
指
定
し
て
弁
護
人
の
選
任
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
旨
及
び
そ
の
申
出
先
を
教
示
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
た
だ
し
、
被
疑
者
に
弁
護
人
が
あ
る
と
き
又
は
被
疑
者
が
釈
放
さ
れ
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

４

検
察
官
は
、
附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
際
現
に
勾
留
さ
れ
て
い
る
被
疑
者
（
前
項
に
規
定
す

る
被
疑
者
を
除
く
。）に
対
し
、
速
や
か
に
、
弁
護
人
を
選
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
を
告
げ
る
と
と
も
に
、弁
護
士
、

弁
護
士
法
人
又
は
弁
護
士
会
を
指
定
し
て
弁
護
人
の
選
任
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
旨
及
び
そ
の
申
出
先
を
教
示

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
被
疑
者
に
弁
護
人
が
あ
る
と
き
又
は
被
疑
者
が
釈
放
さ
れ
た
と
き
は
、
こ
の
限

り
で
な
い
。

第
五
条

検
察
官
又
は
司
法
警
察
員
は
、
第
三
号
施
行
日
前
に
お
い
て
も
、
逮
捕
さ
れ
て
い
る
被
疑
者
に
対
し
、
弁
護

士
、
弁
護
士
法
人
又
は
弁
護
士
会
を
指
定
し
て
弁
護
人
の
選
任
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
旨
及
び
そ
の
申
出
先
を

教
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
教
示
を
さ
れ
た
被
疑
者
に
つ
い
て
は
、
当
該
事
件
に
つ
い
て
重
ね
て
前
条
第
一
項
又
は
第
二

項
の
規
定
に
よ
る
教
示
を
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

３

検
察
官
は
、
第
三
号
施
行
日
前
に
お
い
て
も
、
第
一
条
に
よ
る
改
正
前
の
法
第
三
十
七
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す

る
事
件
に
つ
い
て
勾
留
さ
れ
て
い
る
被
疑
者
に
対
し
、
弁
護
士
、
弁
護
士
法
人
又
は
弁
護
士
会
を
指
定
し
て
弁
護
人

の
選
任
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
旨
及
び
そ
の
申
出
先
を
教
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

前
項
の
規
定
に
よ
る
教
示
を
さ
れ
た
被
疑
者
に
つ
い
て
は
、
当
該
事
件
に
つ
い
て
重
ね
て
前
条
第
三
項
及
び
附
則

第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
教
示
を
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

５

検
察
官
は
、
第
三
号
施
行
日
前
に
お
い
て
も
、勾
留
さ
れ
て
い
る
被
疑
者（
第
三
項
に
規
定
す
る
被
疑
者
を
除
く
。）

に
対
し
、
弁
護
人
を
選
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
を
告
げ
る
と
と
も
に
、
弁
護
士
、
弁
護
士
法
人
又
は
弁
護
士
会
を

指
定
し
て
弁
護
人
の
選
任
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
旨
及
び
そ
の
申
出
先
を
教
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

６

前
項
の
規
定
に
よ
る
告
知
及
び
教
示
を
さ
れ
た
被
疑
者
に
つ
い
て
は
、
当
該
事
件
に
つ
い
て
重
ね
て
前
条
第
四
項

の
規
定
に
よ
る
告
知
及
び
教
示
並
び
に
附
則
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
教
示
を
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

第
六
条

第
一
条
に
よ
る
改
正
後
の
法
第
三
百
五
十
条
の
十
二
の
規
定
は
、
第
三
号
施
行
日
以
後
に
第
一
条
に
よ
る
改

正
後
の
法
第
三
百
五
十
条
の
二
第
二
項
の
同
意
が
あ
っ
た
事
件
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

三

第
一
条
（
前
号
に
掲
げ
る
改
正
規
定
を
除
く
。）及
び
第
六
条
の
規
定
並
び
に
次
条
並
び
に
附
則
第
四
条
、
第
六

条
、
第
八
条
、
第
十
条
、
第
十
一
条
（
裁
判
員
の
参
加
す
る
刑
事
裁
判
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
六

十
三
号
）
第
六
十
四
条
第
一
項
の
表
第
四
十
三
条
第
四
項
、
第
六
十
九
条
、
第
七
十
六
条
第
二
項
、第
八
十
五
条
、

第
百
八
条
第
三
項
、
第
百
二
十
五
条
第
一
項
、
第
百
六
十
三
条
第
一
項
、
第
百
六
十
九
条
、
第
二
百
七
十
八
条
の

二
第
二
項
、
第
二
百
九
十
七
条
第
二
項
、
第
三
百
十
六
条
の
十
一
の
項
及
び
第
六
十
五
条
第
四
項
の
改
正
規
定
に

限
る
。）及
び
第
十
二
条
か
ら
第
十
五
条
ま
で
の
規
定

公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お

い
て
政
令
で
定
め
る
日

四

第
二
条
（
刑
事
訴
訟
法
第
三
百
一
条
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
を
除
く
。）及
び
第
四
条
の
規
定
並
び
に

附
則
第
七
条
及
び
第
十
一
条
（
前
号
に
掲
げ
る
改
正
規
定
を
除
く
。）の
規
定

公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を

超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日

（
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
刑
事
訴
訟
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
条

裁
判
所
は
、
前
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
際
現
に
勾
引
状
に
よ
り
留
置
さ
れ
て
い
る
被
告
人
に
対

し
、
速
や
か
に
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
刑
事
訴
訟
法
（
以
下「
第
一
条
に
よ
る
改
正
後
の
法
」と
い
う
。）

第
七
十
六
条
第
二
項
に
規
定
す
る
事
項
を
教
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
被
告
人
に
弁
護
人
が
あ
る
と
き

又
は
被
告
人
が
釈
放
さ
れ
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

裁
判
所
は
、
前
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
際
現
に
勾
留
さ
れ
て
い
る
被
告
人
（
次
項
に
規
定
す
る
被
告

人
を
除
く
。）に
対
し
、
速
や
か
に
、
第
一
条
に
よ
る
改
正
後
の
法
第
七
十
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
事
項
を
教
示
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
被
告
人
に
弁
護
人
が
あ
る
と
き
又
は
被
告
人
が
釈
放
さ
れ
た
と
き
は
、
こ
の
限
り

で
な
い
。

３

裁
判
所
は
、
前
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
際
現
に
勾
留
さ
れ
て
い
る
被
告
人
（
逮
捕
又
は
勾
引
に
引
き

続
き
勾
留
さ
れ
て
い
る
者
に
限
る
。）に
対
し
、
速
や
か
に
、
第
一
条
に
よ
る
改
正
後
の
法
第
七
十
七
条
第
一
項
に
規

定
す
る
事
項
を
告
げ
る
と
と
も
に
、
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
事
項
を
教
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
被

告
人
に
弁
護
人
が
あ
る
と
き
又
は
被
告
人
が
釈
放
さ
れ
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

４

第
一
条
に
よ
る
改
正
後
の
法
第
七
十
六
条
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
は
前
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の

際
現
に
勾
引
状
に
よ
り
留
置
さ
れ
て
い
る
被
告
人
に
対
す
る
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
教
示
に
つ
い
て
、
第
一
条
に
よ

る
改
正
後
の
法
第
七
十
六
条
第
三
項
の
規
定
は
同
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
際
現
に
勾
留
さ
れ
て
い
る
被
告
人
に

対
す
る
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
教
示
並
び
に
前
項
の
規
定
に
よ
る
告
知
及
び
教
示
に
つ
い
て
、そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。

第
三
条

裁
判
所
は
、
附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
以
下
「
第
三
号
施
行
日
」
と
い
う
。）前
に

お
い
て
も
、
勾
引
さ
れ
た
被
告
人
に
対
し
、
弁
護
士
、
弁
護
士
法
人
又
は
弁
護
士
会
を
指
定
し
て
弁
護
人
の
選
任
を

申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
旨
及
び
そ
の
申
出
先
を
教
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
一
条
の

規
定
に
よ
る
改
正
前
の
刑
事
訴
訟
法
（
以
下
「
第
一
条
に
よ
る
改
正
前
の
法
」
と
い
う
。）第
七
十
六
条
第
二
項
及
び

第
三
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
教
示
を
さ
れ
た
被
告
人
に
つ
い
て
は
、
当
該
事
件
に
つ
い
て
重
ね
て
前
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
教
示
を
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

３

裁
判
所
は
、
第
三
号
施
行
日
前
に
お
い
て
も
、
第
一
条
に
よ
る
改
正
前
の
法
第
六
十
一
条
本
文
の
規
定
に
よ
り
被

告
事
件
を
告
げ
ら
れ
る
被
告
人
（
勾
引
に
引
き
続
き
同
条
本
文
の
規
定
に
よ
り
被
告
事
件
を
告
げ
ら
れ
る
被
告
人
を

除
く
。）又
は
勾
留
さ
れ
て
い
る
被
告
人（
逮
捕
又
は
勾
引
に
引
き
続
き
勾
留
さ
れ
て
い
る
被
告
人
を
除
く
。）に
対
し
、

弁
護
士
、
弁
護
士
法
人
又
は
弁
護
士
会
を
指
定
し
て
弁
護
人
の
選
任
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
旨
及
び
そ
の
申
出

先
を
教
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
一
条
に
よ
る
改
正
前
の
法
第
七
十
六
条
第
二
項
の
規

定
を
準
用
す
る
。

４

前
項
の
規
定
に
よ
る
教
示
を
さ
れ
た
被
告
人
に
つ
い
て
は
、
当
該
事
件
に
つ
い
て
重
ね
て
前
条
第
二
項
の
規
定
に

よ
る
教
示
を
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

５

裁
判
官
は
逮
捕
に
引
き
続
き
第
一
条
に
よ
る
改
正
前
の
法
第
二
百
八
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
被
告
事
件
を
告

げ
ら
れ
る
被
告
人
に
対
し
、
裁
判
所
は
勾
引
に
引
き
続
き
第
一
条
に
よ
る
改
正
前
の
法
第
六
十
一
条
本
文
の
規
定
に

よ
り
被
告
事
件
を
告
げ
ら
れ
る
被
告
人
又
は
勾
留
さ
れ
て
い
る
被
告
人
（
逮
捕
又
は
勾
引
に
引
き
続
き
勾
留
さ
れ
て

い
る
者
に
限
る
。）に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
、
第
三
号
施
行
日
前
に
お
い
て
も
、
第
一
条
に
よ
る
改
正
前
の
法
第
七
十
七

条
第
一
項
に
規
定
す
る
事
項
を
告
げ
る
と
と
も
に
、
弁
護
士
、
弁
護
士
法
人
又
は
弁
護
士
会
を
指
定
し
て
弁
護
人
の

選
任
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
旨
及
び
そ
の
申
出
先
を
教
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第

一
条
に
よ
る
改
正
前
の
法
第
七
十
六
条
第
二
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。

６

前
項
の
規
定
に
よ
る
告
知
及
び
教
示
を
さ
れ
た
被
告
人
に
つ
い
て
は
、
当
該
事
件
に
つ
い
て
重
ね
て
前
条
第
三
項

の
規
定
に
よ
る
告
知
及
び
教
示
を
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

（
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
刑
事
訴
訟
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
七
条

司
法
警
察
員
は
、
附
則
第
一
条
第
四
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
際
現
に
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の

刑
事
訴
訟
法
（
以
下
「
第
二
条
に
よ
る
改
正
前
の
法
」
と
い
う
。）第
三
十
七
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
事
件
以
外

の
事
件
に
つ
い
て
逮
捕
さ
れ
て
い
る
被
疑
者
（
同
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
以
下
「
第
四
号
施
行
日
」
と
い

う
。）前
に
検
察
官
に
送
致
す
る
手
続
を
し
た
者
を
除
く
。）に
対
し
、
速
や
か
に
、
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の

刑
事
訴
訟
法
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
第
二
条
に
よ
る
改
正
後
の
法
」
と
い
う
。）第
二
百
三
条
第
四
項
に
規
定
す

る
事
項
を
教
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
被
疑
者
に
弁
護
人
が
あ
る
と
き
又
は
被
疑
者
が
釈
放
さ
れ
た
と

き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
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